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けやき大学（スマートフォンに触れてみよう）のひとコマ

この「社協だより」は、共同募金の配分金を一部活用し発行しております。

平素みなさまには日ごろ
より地域福祉活動へのご支
援ご協力を賜り、誠に感謝
申しあげます。
さて、平成24年度に理
事、監事、評議員の改選が
ありましたので、ご報告い
たします。

私は、東日本大震災が発生した年に会長に就任
し、被災者支援や地域福祉活動の発展に努めさせて
いただきました。そして、今回２期目を迎えること

になりました。今年は、秋田市社会福祉協議会設立
60周年となります。これまで先達の方々が地域福
祉に取り組んでこられたことに敬意と誇りをもち、
2025年問題となっています団塊世代の方々が75
歳を迎え、65歳以上の高齢者人口の約半数を占め
る状況になっても、「みんなの福祉はみんなの手で」
を合言葉に住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせ
る福祉のまちづくりを役職員と地域のみなさまと力
を合わせて、築き上げていくことを心に誓い、たゆ
みない努力と心からのやさしさをもって頑張ります
ので、よろしくお願い申しあげます。

◎ごあいさつ　　　　　　　秋田市社会福祉協議会　会 長　 野 口　良 孝

２ 理事・監事・評議員のご紹介

３ 平成24年度活動の報告と決算

４ 平成25年度事業計画

５ 地区社協トピックス
　 秋田市共同募金会からのお知らせ

６ 市社協特別会員・団体会員について
　 企業・法人会員のご紹介

７ まごころページ

８ 秋田市社会福祉協議会
　 設立60周年記念 アーカイブ
　 読者プレゼント・編集後記

社協は設立60周年



理事・監事・評議員のご紹介

評 議 員 （44名）
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理事・監事・評議員のご紹介 平成25年６月１日現在

※欠員３名

※欠員1名

監 事 （４名）

理 事 （19名）

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分
加 藤　 俊 悦 築 山 地 区 社 協 長 谷 川 榮 一 桜 小 地 区 社 協
宮 澤 　　　 旭 南 地 区 社 協 梅 森　 鈴 子 市 民 生 児 童 委 員 協 議 会
菅 原　 昭 子 牛 島 地 区 社 協 佐 々 木 洋 吉 〃
真 坂　 芳 明 大 住 地 区 社 協 大 越 亥 年 生 〃
鈴 木　 喜 悦 旭 川 地 区 社 協 佐々木晋太郎 〃
白 瀬　 善 一 土 崎 地 区 社 協 黒 木　　 一 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会
奥 村　 紀 男 将 軍 野 地 区 社 協 中 川　 聖 子 市 母 子 寡 婦 福 祉 連 合 会
米 田　 次 男 寺 内 地 区 社 協 高 橋　 精 一 市 手 を つ な ぐ 育 成 会
桐 原　 敏 郎 寺 内 小 地 区 社 協 伊 藤　 武 子 秋 田 市 赤 十 字 奉 仕 団
小 島　 初 男 新 屋 地 区 社 協 菅 原 雄 一 郎 市ボランティア連絡協議会
嵯 峨　　 巍 太 平 地 区 社 協 奈 良　 通 也 旭 川 地 域 振 興 会
山 田　　 昇 外 旭 川 地 区 社 協 平 野　 貢 則 大 住 学 区 振 興 会
佐 藤　 三 男 下 新 城 地 区 社 協 鑓野 目 長 一 旭 南 地 区 町 内 会 長 連 合 会
上 杉　 憲 子 金 足 地 区 社 協 伊 藤　 恵 司 飯 島 地 区 町 内 会 連 合 会
相 場　 義 信 浜 田 地 区 社 協 佐 藤 真 知 子 連 合 婦 人 会
池 田　 宣 夫 豊 岩 地 区 社 協 熊 谷　 佑 一 市老人福祉施設連絡協議会
細 部　 吉 光 下 浜 地 区 社 協 田 岡　　 清 市 保 育 協 議 会
上 村　 清 一 仁 井 田 地 区 社 協 松 山　 則 人 市 福 祉 保 健 部 福 祉 総 務 課
進 藤　 富 夫 四ツ小屋・御野場地区社協 藤 澤　　 浩 秋 田 市 共 同 募 金 会
井 川　 博 之 下 北 手 地 区 社 協 鈴 木 善 千 代 秋田市シルバー人材センター
黒 崎　 義 雄 東  地  区  社  協

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分
嵯 峨 　　 賢 保 戸 野 地 区 社 協 髙 橋 　 満 男 元 市 社 協 常 務 理 事
川 村 　 豊 太 御 所 野 地 区 社 協 伊 藤 　 俊 雄 税 理 士

役職名 氏 名 選 出 区 分 役職名 氏 名 選 出 区 分
会　 長 野口　良孝 新屋勝平地区社協 理　 事 細 谷　 敏 夫 茨 島 地 区 社 協
副 会 長 伊藤　憲一 雄 和 地 区 社 協 理　 事 高 橋　 良 慥 八 橋 地 区 社 協
副 会 長 髙貝　正之 広 面 地 区 社 協 理　 事 長 谷川瑞子 飯 島 地 区 社 協
副 会 長 佐藤　　保 市 民 児 協 理　 事 渡 邉　 達 夫 上 新 城 地 区 社 協
常 務 理 事 大塚　妙子 市 社 協 理　 事 佐々木善雄 市 民 児 協
理　 事 北嶋　　昭 明 徳 地 区 社 協 理　 事 川 田　 直 政 市 身 障 協 会
理　 事 熊谷　宗雄 中 通 地 区 社 協 理　 事 髙 橋　 キ ン 市 連 合 婦 人 会
理　 事 那波　紘一 旭 北 地 区 社 協 理　 事 佐 藤　 広 美 市 老 施 協
理　 事 嵯峨久一郎 上 北 手 地 区 社 協 理　 事 田 口　 光 宏 市 福 祉 保 健 部
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次年度への繰越金
83,250千円（10.4％）

地域福祉活動や組織運営のための経費
137,387千円（17.2％）

共同募金の配分金による事業費
29,877千円（3.7％）

　基金や積立金の運用
32,958千円（4.1％）

　市から委託された施設管理のための経費
43,588千円（5.4％）

　市から委託された事業のための経費
109,432千円（13.7％）

　香典返し・篤志寄付を各事業へ繰出
3,714千円（0.5％）

介護サービス提供のための経費
342,038千円（42.7％）

　貸付事業の貸付金や運営のための経費
16,709千円（2.1％）

　地域福祉権利擁護事業のための経費
1,531千円（0.2％）

支出

前年度からの繰越金
73,763千円（9.2％）

市社協会費の収入
33,019千円（4.1％）

共同募金の配分金
29,877千円（3.7％）

　経理区分間の出し入れ
49,283千円（6.2％）

　国債･定期預金などの利息
1,234千円（0.2％）

　貸付事業を行うための市からの借入金
4,000千円（0.5％）

　その他の収入 23,562千円（2.9％）

市などからの補助金･助成金･受託金
223,371千円（27.9％）

　貸付事業の返済による収入
4,681千円（0.6％）

　香典返し･篤志寄付などの寄付収入
3,714千円（0.5％）

収入

介護サービスなどの介護報酬や利用料
353,980千円（44.2％）

平成24年度は、「誰もが安心して暮らせるまちづくりをみんなの手で」の実現を目指すなかで、「しあわせ
づくりプラン2009」（秋田市地域福祉活動計画）の実践に努めました。
「地域支え合い体制づくり支援車両等貸出事業」（秋田市くらしの安心サポート推進事業）としてリフト付
き普通乗用車等の貸出をするなかで、主体的に地域を支え合う活動に取り組んでいる地域住民やボランティ
ア団体や、高齢者等の買物支援を実施する地区社会福祉協議会を支援しました。
また、秋田市からの受託事業として、高齢者の介護予防事業の一環としての「郊外型はつらつくらぶ事業」

や「認知症予防事業」（脳の健康教室）に新たに取り組むとともに、高齢者が介護支援のためのボランティア
活動を通じて地域に貢献することを目的とした秋田市介護支援ボランティア制度の運営を開始しました。

活動の報告と決算

◎平成24年度一般会計資金収支決算　収入の部

◎平成24年度一般会計資金収支決算　支出の部

収入総額 800,484千円

支出総額 800,484千円

平成24年度

※事業報告書および決算書については、本会のホームページに掲載しているほか、本会窓口でも閲覧できます。
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事 業 計 画平成25年度

◆「秋田市地域福祉活動計画」
　～策定に向けての取り組み～
　地域福祉活動計画策定委員会を設置して、６月か
ら翌年３月までの期間で地域福祉活動計画を策定し
ます。

◆地域元気アップ事業
　地域の高齢者が健康で生き生きとした生活が送
れるように介護予防の推進や、自宅への閉じこもり
を防ぐために気軽に集える地域サロンなどを推進
します。

◆見守りネットワーク事業
　各地区社協、地区民児協との連携を図るなかで、
地区内の見守りが必要な高齢者世帯等への見守り・
声かけ活動や安否確認等をおこない、地域住民との
つながりを強化し、孤立を予防します。

◆救急医療情報キット事業（安心キット事業）
　高齢者や障がい者などの安全・安心の確保のため、
『かかりつけ医』や『持病』などの医療情報を専用
の容器に入れ、自宅冷蔵庫に保管しておくことで、
万一の救急時に備えます。

◆地域支え合い体制づくり支援車両等貸出事業
　（秋田市くらしの安心サポート推進事業）
　地域住民と連携して地域福祉活動の中心となって
いる地区社協や町内会やボランティア団体に対し
て、外出支援を目的として車いすのまま乗降できる
軽移送車やゴミ出しなどに使用するための軽トラッ
ク、除雪機・発電機などの機器を貸出することによ
り、地域での支え合う体制づくりを支援します。

◆介護支援ボランティア制度運営事業
　65歳以上の方が介護支援のためのボランティア
活動を通して社会参加
や地域貢献をすること
で、高齢者自身の介護
予防の推進と、生き生
きとした地域社会づく
りを目的として推進し
ます。

◆介護保険サービス事業
　（ホームヘルパー事業・訪問入浴事業・
　居宅介護支援事業・通所介護事業）
全体の経営体制の強化と健全な運営を目指します。

基 本 方 針
　平成25年度は、本会の地域福祉活動計画「しあわせづくりプラン2009」の最終年度にあ
たることから、５年間の評価・検証とともに次期地域福祉活動計画の策定に取り組みます。
　また、地区社会福祉協議会、地区民生児童委員協議会をはじめとして町内会長、福祉協力
員等との連携を強化しながら、地域で生活される方にとって安心や支えとなりうるように、

「誰もが安心して暮らせるまちづくりをみんなの手で」の実現に向けて、主に次のことに取
り組んでまいります。

手芸ボランティアをする様子

　秋に映画「じんじん」が上映される予定です。絵本の里がつ
なぐ心やさしい人々の無償の愛、大地に染みわたる親子の絆
が笑いと涙でいっぱいの映画です。心あたたまる映画の上映
に市社協も協力しています。ボランティアで上映に協力して
くださる方を募集します。

企画・主演：大地康雄【問い合わせ】秋田市社会福祉協議会 Tel.862-7445

映画「　　　　 」上映会のボランティアを募集!!
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“赤い羽根いつでもどこでもキャンペーン”を展開中です。
　共同募金会では、身近な場所で手軽にできる社会貢献として、「赤い羽根自動販売機」と「赤い羽根募金箱」の
設置を広く呼びかけております。設置にご協力いただける方、興味のある方はぜひ下記までご連絡ください。

秋田市共同募金会
会長　藤　澤　　浩

秋田市共同募金会（秋田市社会福祉協議会内）
Tel. 862-7445

平成24年度 赤い羽根共同募金実績…46,421,338円

市内38地区社協で構成される市地区社会福祉協
議会連絡会では、6月27日に「地域サロン活動」の
盛んな北上市社会福祉協議会（岩手県）へ足を運び、
取り組みについて学びました。当市の多数の地区に
おいても地域サロンに取り組んでおりますが、北上
市では、125の行政区（秋田市では町内会が数か所
集まった規模）ごとに1 ～ 2か所のサロンが開催さ
れており、それぞれ原則として月1回実施していま
す。活動内容も地元講師の有効活用や地域包括支援
センターの介護予防教室を組み込むことなど工夫を
凝らしていました。最
後に課題として、サロ
ンへの男性参加者が少
ないこと、参加者・協
力者の高齢化など当市
と共通の悩みを抱えて
いるとのことでした。

外旭川地区社協では、町内ごとにおよそ100世
帯に一人の保健福祉推進員を配置し、高齢者への訪
問や健康づくり情報の案内など保健や福祉に関する
様々な活動をしています。

地域の高齢者に声かけ・訪問したり、検診や健康
相談の日程などを地域住民へお知らせする役割を
担っています。

年4回予定されている定例会の1回目が6月14
日におこなわれ、推進員の役割や年間の活動計画な
どの説明がありました。

定例会終了後は、訪
問時に配布するティッ
シュペーパーを受け取
り、早速、高齢者宅へ
足を運んでいました。

秋田市地区社会福祉協議会連絡会 外旭川地区
総会及び研修会 保健福祉推進員定例会

地域サロンの取り組みについて
学ぶ参加者

開会のあいさつをする
外旭川地区社協 山田会長

地区社協トピックス

秋田市共同募金会からのおしらせ

　受付期間が平成26年３月31日まで延長されました。引き続きご協力お願いいたします。
◎東日本大震災義援金

　募金活動に多大なお力添えをいただいた、市内各地区共同募金会、町内会、学校、事業所、各種団体の
みなさまにあらためて心からお礼を申しあげます。

◎赤い羽根共同募金
赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました！！

　みなさまからいただいた寄付金は、社会福祉協議会がおこなう地域福祉活動事業や、
福祉施設の整備、福祉団体や各地区での福祉活動などに助成されています。
　詳しくは、赤い羽根データベース「はねっと」をご覧ください。
http://hanett.akaihane.or.jp//hanett/pub/home.do
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秋田市社会福祉協議会では「誰もが安心して暮らせるまちづくりをみんなの手で」を基本
方針として、市民のみなさまの福祉の充実のため活動しております。つきましては、本会の
活動や事業にご賛同いただける特別会員・団体会員を募集しておりますので、何とぞご協力
いただきたくお願い申しあげます。なお、いただいた会費につきましては、地域福祉を推進
するための様々な活動に役立てさせていただきます。

○株式会社かんきょう
○株式会社菅生商店
○秋田県石油商業協同組合
○第一石炭株式会社
○株式会社フロム・エー
○秋田印刷製本株式会社
○秋田マシンサービス株式会社
○協和物産
○株式会社河辺清掃社
○㈲秋田三京
○株式会社くまがい印刷

○清三屋商事株式会社
○伊藤工業株式会社
○有限会社工藤平版印刷
○澤田石晶税理士事務所
○株式会社アキタ電子システムズ
○株式会社ファイル・アキタ
○秋田トンボ株式会社
○有限会社伊藤整備工場
○株式会社高尾自動車整備工場
○オートショップ神居
○㈲金圓

○株式会社雄和振興公社
○株式会社小田島アクティ
○株式会社とみや秋田営業所
○㈲池田看板
○有限会社県庁食堂
○株式会社みどり光学社
○日立キャピタルオートリース㈱
　東北支店盛岡営業所
○株式会社こすもす秋田
○秋田管工事業協同組合

会員の区分 会　費(年額)
特別会員 個人 	 １口	 1,000円

団体会員
社会福祉事業施設、団体 	 １口	 2,000円
企業・法人 	 １口	 10,000円

平成25年６月30日現在、32社よりご協力いただいております。
なお、社名掲載についてはご承認いただいた企業・法人のみを掲載させていただきました。

平成25年度 秋田市社会福祉大会

市社協特別会員
団　体　会　員 を募集しています

（順不同、敬称略）企業・法人の団体会員

お 知 ら せ

　秋田市社会福祉協議会団体会員（企業・法人）として、地域福祉を応援していただいているみな
さまをご紹介いたします。

日　時　 平成25年10月16日（水）
会　場　 秋田市文化会館（大ホール）
講　演　 秋田県立脳血管研究センター 
　　　　 神経内科学研究部　部長（認知症の治療研究）医学博士　長　田　　乾　氏

入場無料

お申込み・お問い合わせ先　 秋田市社会福祉協議会　総務管理課　電話：８６２－７４４５
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香 典 返 し 篤 志 寄 付

物品寄付

香 典 返 し
築 山 地 区 青山峰彦・加藤千代子・中川　厳 外旭川地区 中村　健

旭 北 地 区 木元　眞・常盤誠子 太 平 地 区 鎌田博仁・嵯峨銀之助・鈴木弘子

川 尻 地 区 舘岡　彰・金子真悟・薮崎　太 仁井田地区 原田藤進

茨 島 地 区 髙堂勝美・佐藤吉春・浅野幸悦 四ツ小屋・
御野場地区 岩崎智也・亀田和夫・武藤健一

牛 島 地 区 鈴木和子・奈良清美・中山　花

旭 川 地 区 今野　修・荻原高子 上北手地区 浅利　詢・鎌田舛雄・戸澤幸雄・須田初子

東 地 区 青木ミツ・広面地区納税組合 下北手地区 進藤　健・村越博之

土 崎 地 区 越後　徹 桜 小 地 区 野口智宏

新 屋 地 区 齋藤眞紀子・佐藤雅子・阿部和子
斉藤ツサ・ 辻永　賢

河 辺 地 区 柴田澄子・鈴木義廣

雄 和 地 区

齊藤勝利・渡辺茂樹・伊藤芳麿
片桐登司夫・齊藤一信・長谷川清廣
伊藤敬一・渡部清郎・進藤進一
渡邉　馨・進藤雄斗・那須芳秋
菅野　洋・伊藤　元・岡部智子
浅野　進・堀井一男・丸山邦春

新屋勝平地区 村田　稔・菅原　忠・羽生喜一

下 浜 地 区 川村儀一・福井千里・伊藤　勤
大友　聡・渡邉慶治

飯 島 地 区 保坂新太郎

篤 志 寄 付
中 通 地 区 田村知子 四ツ小屋・

御野場地区 熊谷貞光
保戸野地区 大島生次

旭 北 地 区 保士ダンススタジオ 河 辺 地 区 河辺町農業青色申告会

新 屋 地 区 渡辺いちの 雄 和 地 区 嘉藤多吉郎・雄和法人経営者協会

新屋勝平地区 松田一壹

飯 島 地 区 優千会・飯島納税組合・飯田老人クラブ
松根健老会

山方信弘
故中山富治

㈱くまがい印刷・河辺地区民生児童委員一同・寺内小学区社会福祉協議会・石油資源開発㈱秋田鉱業所
山上博子・秋田市総合振興公社・伊藤昇治・今十三雄

秋田寿大学・真如苑秋田支部・秋田市PTA連合会・サンパル秋田まつり実行委員会
協和石油㈱・恵たまえ・あずさ愛・山崎弘子・菊池喜一郎・戸井田秀明
㈶秋田市体育協会

■平成24年11月１日〜平成25年５月31日

■平成24年12月７日〜平成25年７月10日

地 区 　 ま ご こ ろへ
の

へ
の市 社 協 　 ま ご こ ろ
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〒010-0976
秋田市八橋南一丁目 8-2

☎862-7445 FAX.863-6068

保健センター
サンライフ

GS

秋田市保健所

県立体育館
児童会館

至臨海十字路
山王大通り

至秋田駅
県立
図書館

至
７
号
線

至
面
影
橋

秋田市
社会福祉
協議会

秋田市
社会福祉協議会
案 内 図

〒010-1223
秋田市雄和妙法字上大部 77-1

☎886-5071 FAX.886-5077

雄和事務所
案 内 図

GS

水沢橋

雄物川

雄和中学校

雄和事務所雄和
体育館

至秋田空港

至四ツ小屋

至
大
正
寺

雄和郵便局

雄和公民館
雄和市民センター

〒019-2625
秋田市河辺北野田高屋字上前田表 66-1

☎881-1205 FAX.882-3467

河辺事務所
案 内 図 至御所野

至大仙市

国道13号

至
秋
田
空
港

JA新あきた

河辺事務所

河辺
保育所

ローソン

GS

河辺体育館

河辺市民
センター

デイリー

マックスバリュ

和田駅

福祉一般、在宅介護、ボランティア活動などのご相談、ご意見を秋田市社会福祉協議会へお気軽にお電話ください。

　秋田市社協設立60年の歴史の中からみなさまに一つの記事を
紹介したいと思います。
　記事のタイトルは「匿名で６年以上寄付」です。秋田市社会福祉
協議会に「秋田市泉大橋 恵たまえ」と名乗る方からのご寄付が６
年以上も続いているという内容です。（当時 昭和57年～ 63年）
そして、平成になった現在もなお、贈られつづけております。添
えられるお手紙から、過去と比べ筆体が変わられていることから、
世代が交代されているようにも思われます。数えて31年、ご寄付
をつづけていただいている「恵たまえ」さんに一度でいいから逢っ
て感謝の言葉を伝えたい。この心は今もなお、職員一同忘れたこ
とは一度もありません。

日ごろより秋田市社会福祉協議会をご支援いただきありがとうございます。
感謝を込めて秋田市社会福祉協議会へ「ご意見・ご感想」をお寄せいただ
いた方の中から抽選で20名様に図書カード1,000円分をプレゼントいたします。

官製はがきに、郵便番号・住所・氏名・電話番号・「ご意見・ご感想」を書いて
〒010-0976 八橋南一丁目8-2 秋田市社会福祉協議会「応募係」までご応募ください。
応募〆切は平成25年10月31日です。なお、当選発表は発送をもってかえさせていただきます。

※「昭和63年９月８日 朝日新聞」掲載より

編 集
後 記

設立60周年記念 ～アーカイブ～

秋田市社会福祉協議会設立60周年記念

応 募
方 法

読者プレゼント

秋 田 市 社 会 福 祉 協 議 会

　先日、災害ボランティアコーディネーターの研修に参加する機会がありました。「ボランティア」とは？の講師からの問いに私も含め参加者は、奉仕す
ること、支えること？など言葉から感じ取れるニュアンスで曖昧な回答をしておりましたが、答えは、志願兵が語源のようで、自発的という意味が現代で
は多く用いられているようです。既に東日本大震災から２年が経ちます。忘れることのできない記憶として目に焼き付いておりますが、いつどこで起こ
りうるかもしれない災害に、自ら志願する心を持って行動できる人間でありたいと気づかされた時間でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 健


